
大分県杵築市への地域創生プランを発表

　

大

学

生

が

主

体

と

な

っ

て

、

地

方

自

治

体

や

地

域

事

業

者

と

共

に

、

地

域

創

生

に

取

り

組

む

活

動

が

活

発

に

行

わ

れ

て

い

る

。

　

法

政

大

学

は

、

１

月

６

日

、

「

地

方

共

創

プ

ロ

グ

ラ

ム

～

地

方

に

学

び

、

自

分

を

知

る

」

最

終

発

表

会

を

実

施

し

た

（

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

ー

：

高

田

朝

子

・

法

政

大

学

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

・

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

研

究

科

教

授

）

。

同

プ

ロ

グ

ラ

ム

は

、

法

政

大

創

設

者

で

あ

る

伊

藤

修

氏

と

金

丸

鉄

氏

の

出

身

地

で

あ

る

大

分

県

杵

築

市

を

対

象

地

域

と

し

、

２

０

２

２

年

８

月

よ

り

開

始

さ

れ

た

。

�

名

の

学

生

が

参

加

し

、

四

つ

の

グ

ル

ー

プ

に

分

か

れ

、

事

前

調

査

や

地

域

事

業

者

な

ど

へ

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

、

現

地

フ

ィ

ー

ル

ド

ワ

ー

ク

を

行

い

、

「

だ

ん

だ

ん

杵

築

に

行

き

た

く

な

る

発

展

型

観

光

プ

ラ

ン

」

「

杵

築

の

城

下

町

を

訪

れ

た

人

が

、

更

に

足

を

延

ば

し

て

山

香

地

域

・

大

田

地

域

へ

訪

れ

て

く

れ

る

周

辺

観

光

プ

ラ

ン

」

「

杵

築

産

ハ

モ

（

鱧

）

の

プ

ロ

モ

ー

シ

ョ

ン

プ

ラ

ン

」

と

い

う

自

治

体

か

ら

提

示

さ

れ

た

三

つ

の

テ

ー

マ

に

対

し

て

、

実

現

可

能

な

プ

ラ

ン

の

企

画

・

提

案

を

行

う

こ

と

を

目

指

す

。

　

当

日

は

、

冒

頭

に

、

廣

瀬

克

哉

・

法

政

大

学

総

長

が

「

法

政

大

学

は

７

割

以

上

の

学

生

が

首

都

圏

出

身

の

自

宅

通

学

者

だ

が

、

自

分

た

ち

が

生

ま

れ

育

っ

た

環

境

以

外

に

も

、

日

本

全

国

に

は

、

さ

ま

ざ

ま

な

地

域

や

社

会

経

済

、

そ

し

て

魅

力

が

あ

る

こ

と

を

学

ぶ

貴

重

な

機

会

に

な

っ

た

と

思

う

。

本

学

の

創

立

者

３

名

の

う

ち

２

名

の

出

身

地

で

あ

る

杵

築

市

の

皆

様

と

の

ご

縁

と

支

援

に

感

謝

し

て

い

る

」

と

あ

い

さ

つ

し

た

。

　

続

け

て

、

最

終

発

表

で

は

プ

ロ

グ

ラ

ム

に

参

加

し

た

学

生

か

ら

、

山

香

温

泉

や

杵

築

城

を

は

じ

め

と

し

た

名

所

を

巡

る

ス

タ

ン

プ

ラ

リ

ー

や

、

海

と

山

に

囲

ま

れ

た

山

香

地

域

・

大

田

地

域

を

「

小

さ

な

日

本

」

と

捉

え

て

農

業

体

験

や

マ

リ

ン

ス

ポ

ー

ツ

を

楽

し

み

な

が

ら

豊

か

な

自

然

を

満

喫

す

る

観

光

プ

ラ

ン

、

ど

ぶ

ろ

く

祭

り

な

ど

の

日

程

に

合

わ

せ

て

Ｓ

Ｎ

Ｓ

を

活

用

す

る

ポ

ス

タ

ー

公

募

、

同

大

学

食

堂

で

の

鱧

料

理

の

提

供

な

ど

の

ア

イ

デ

ィ

ア

が

提

案

さ

れ

た

。

　

講

評

で

は

、

永

松

悟

・

杵

築

市

長

が

「

杵

築

市

の

魅

力

や

課

題

に

つ

い

て

、

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

な

ど

を

重

ね

な

が

ら

、

私

た

ち

と

一

緒

に

な

っ

て

、

悩

み

考

え

抜

い

て

い

た

だ

い

た

。

こ

う

し

た

熱

心

な

人

材

と

の

交

流

を

通

じ

て

、

私

た

ち

も

刺

激

を

受

け

た

」

と

述

べ

た

。


